
評価点 評価の理由と改善策 評価点 評価の理由と改善策
Ａ+ Ａ Ｂ Ｃ

100％以上 100% 50% 0%

生物多様性ふくつプランの計
画的な実行（重点プロジェク
ト）

うみがめ課 計画推進のためにPDCAの進行管理のもと実行の遂行を図る。
生物多様性ふくつプランの目標達成のために、
それぞれが具体的な計画を立て、全ての計画を
実行した。

生物多様性ふくつプランの目標達成のために、
それぞれの具体的な計画を立て、一部の計画を
実行した。

生物多様性ふくつプランの目標達成のため
に、具体的な計画について全く議論されてい
ない。

B

理由：一部の計画の実行はできてい
る。計画の優先順位をつけるには至
らず。

改善策：今後、計画の優先順位をつ
けてロードマップを作成しながら計
画的に実行する。

B

理由：一部の計画の実行はできてい
る。計画の優先順位をつけるには至
らず。

改善策：今後、計画の優先順位をつ
けてロードマップを作成しながら計
画的に実行する。

1

市民や市民団体、事業者など
と連携した市全域の生き物の
生息・生育環境に関する情報
収集を行うためのしくみづく
りの検討

うみがめ課
市内で開催される環境学習や環境トラスト会議、環境フォー
ラムなどにて市全域の生き物の生息・生育環境に関する情報
収集できる仕組みづくりを検討していく。

市民や市民団体、事業者などと連携した市全域
の生き物の生息・生育環境に関する情報収集を
行い、仕組みづくりの検討を行った。

市民や市民団体、事業者などと連携した市全域
の生き物の生息・生育環境に関する情報収集の
検討を行った。

市民や市民団体、事業者などと連携した市全
域の生き物の生息・生育環境に関する情報収
集を行うためのしくみづくりの検討ができて
いない。

A
理由：環境フォーラムや環境シンポ
ジウムを通じて情報収集を行えてい
る。 A

理由：環境フォーラムや環境シンポ
ジウムを通じて情報収集を行えてい
る。 2

希少動植物や特定外来生物に
関する情報の把握及び発信す
るしくみをつくる※

うみがめ課
希少動植物や特定外来生物に関する情報を国や県から収集
し、市民へわかりやすく整理して情報発信していく。

希少動植物や特定外来生物の情報の把握や発信
の仕組みを構築した。

希少動植物や特定外来生物の情報を収集し、分
かりやすく市民へ発信する仕組みを検討した。

希少動植物や特定外来生物に関する情報収集
ができていない。 A

市民より希少生物、外来生物に関す
る情報を収集し、発信する仕組みは
できている。国、県などから情報を
収集し、ポスター掲示やチラシの配
布、SNSでの発信などを通じて情報
発信を実施した。

A

市民より希少生物、外来生物に関す
る情報を収集し、発信する仕組みは
できている。国、県、などから情報
を収集し、ポスター掲示やチラシの
配布、SNSでの発信などを通じて情
報発信を実施した。

3

鳥獣による被害に関する情報
の把握及び発信

農林水産課
広域鳥獣被害防止計画を継続的に策定し、鳥獣による被害に
関する情報の把握及び発信していく。

広域鳥獣被害防止計画に基づいて鳥獣被害状況
を把握し、鳥獣による被害防止のため市民へ情
報発信をする仕組みを構築、実施した。

広域鳥獣被害防止計画に基づいて鳥獣被害状況
を把握し、鳥獣による被害防止のため市民へ情
報発信をする仕組みについて検討した。

広域鳥獣被害防止計画の継続的な策定ができ
ていない。 A

広域鳥獣被害防止計画により被害状
況の把握ができている。また広報ふ
くつ（R6.2月号）に鳥獣対策につい
て特集を組み広く市民へ周知を図る
ことができた。

A 広域鳥獣被害防止計画をもって被害
状況の把握及び発信ができている。 4

鳥獣被害などの防護対策を支
援

農林水産課

広域連絡協議会（宗像市・福津市・岡垣町）、鳥獣加工処理
施設（宗像市・福津市・宮若市・岡垣町）を設置し、鳥獣被
害などの防護対策や有害鳥獣を処理するなどの支援を実施し
ていく。

鳥獣被害対策への市民の需要や被害情報を反映
した防護対策の支援を実施した。

鳥獣被害対策への市民の需要の反映は不十分だ
が、現状の被害情報を把握し、防護対策の支援
を実施した。

鳥獣被害対策への市民の需要や被害情報をも
とにした防護支援策の検討・実施ができてい
ない。

A

鳥獣被害対策への市民の需要や被害
情報により、市内の発生、駆除の状
況や市民が可能な防護対策等を広報
やHPに掲載し支援を図った。また昨
年度に継続してアナグマについて対
策等のチラシを作成し、市民の自衛
手段について対策を行った。

A

森林管理署との協定などにより、く
くり罠などの提供を受けられるよう
手配を完了。
また特に問題となっているアナグマ
について対策等のチラシを作成し、
市民の自衛手段について準備を行っ
た。

5

福津市まちづくり計画などに
基づいて積極的な自然環境の
保全

うみがめ課
整合性を図るために、担当課と連携し、市全体で自然環境の
保全への取り組みを実施していく。

福津市まちづくり計画と環境基本計画に基づい
て、他課と連携した自然環境の保全を実施して
いる。

自然環境の保全に向けて、担当課と協議を行
い、計画の整合性を図ることができ、他課との
連携が一部できている。

自然環境への保全について総合計画と環境基
本計画の整合性について担当課と協議できて
いない。

B

理由：気候変動の影響による地球温
暖化とそれに対する対策の必要性に
ついて関係課と協議を行った。

改善策：他課との連携を図るため令
和６年度から脱炭素のための連携会
議を構築する。

B

理由：まちづくり推進室や関係課と
連携を取りながら、必要に応じて進
捗状況等の内容の確認を行った。

改善策：他課と連携し、自然環境の
保全に具体的に取り組む。

6

小学校や市民団体と共働によ
る、自然環境活用の取り組み
の継続的な実施

うみがめ課
海岸・河川・松林・大峰山・干潟などの市内の自然環境を活
用し、小学校や市民団体と共働による取り組みとして環境保
全活動や環境教育を継続的に実施していく。

市内の小学校で市民団体や市と共働し、自然環
境を活用した取り組みが継続的に実施してい
る。

市内の小学校で市民団体と共働し、自然環境を
活用した取り組みを検討し実施した。

小学校や市民団体の共働による、自然環境活
用の取り組みの実施ができていない。 A

環境フォーラムや環境シンポジウム
のほか、郷育カレッジなどで各環境
を学習の場として利用し、市内の小
中学校・市民団体・地域との共働に
よる、自然環境を活用した取り組み
ができている。

A

環境フォーラムや環境シンポジウム
のほか、郷育カレッジなどで各環境
を学習の場として利用し、市内の小
中学校・市民団体・地域との共働に
よる、自然環境を活用した取り組み
ができている。

7

市民団体、各郷づくり推進協
議会や専門家などとの様々な
環境の保全に関する協議の推
進

うみがめ課
自然環境に関する管理方法や情報提供など、市民団体の取り
組みへの支援等を含めた環境保全に関する協議を必要に応じ
て市民団体や各郷づくり推進協議会や専門家などと行ってい
く。

市民団体、各郷づくり推進協議会、専門家など
と環境保全に関する協議を実施した。

市民団体、各郷づくり推進協議会、専門家など
と環境保全に関する協議を検討した。

市民団体、各郷づくり推進協議会、専門家な
どと環境保全に関する協議について検討して
いない。

A
里山、海岸、河川、干潟などの環境
の保全において市民団体、郷づくり
推進協議会や関係機関の専門家など
と連携し、必要に応じて協議を行っ
た。

A
里山、海岸、河川、干潟などの環境
の保全において市民団体、郷づくり
推進協議会や関係機関の専門家など
と連携し、必要に応じて協議を行っ
た。

8

農薬や化学肥料の適正な使用
など、環境保全型農業に関す
る調査・研究の実施

農林水産課
普及所や農協と連携し、農薬や化学肥料の適正な使用など市
内の環境保全型農業の啓発、取り組みの実態を把握してい
く。

普及所や農協と連携し、市内の環境保全型農業
の実態について経年把握する仕組みを構築、実
施した。

普及所や農協と連携し、市内の環境保全型農業
の実態について把握した。

市内の環境保全型農業の実態について把握で
きていない。 A

福岡県堆肥利用拡大によるワンヘル
ス推進事業を活用し、化学肥料削減
を目的とした堆肥散布機械の補助事
業に取り組み、環境保全型農業への
取り組みを実施した。

B

理由：普及所や農協と連携し、市内
での環境保全型農業の実態調査を実
施し、把握した。

改善策：減農薬への取り組みについ
ての県補助等の適用も検討する。

9

自然公園法などの関係法令に
基づいた自然環境の保全

うみがめ課
自然公園法などの法令に基づき、関係機関と連携しながら市
民への情報提供及び、適切な規制を行う。

自然公園法などの関係法令に基づき、市内の自
然環境の維持・保全を実施した。

自然公園法などの関係法令が適用される市内の
場所を把握した。

市内に適用される関係法令について把握でき
ていない。 A 自然公園法や森林法などを踏まえ

適切な規制や保全を行っている。 A
国定公園特別地域内での開発行為に
対し、県や他課と連携して自然公園
法や森林法などに基づいた適切な対
処ができた。

10

森林維持や整備活動に関する
取り組みの支援及び森林保全
活動の推進

農林水産課
うみがめ課

荒廃森林整備事業を実施することで、森林維持に努める。ま
た、森林活動保全の推進に努める。

森林維持や整備活動に関する取り組みを支援
し、森林保全活動の推進を実施した。

森林維持や整備活動に関する取り組みへの支
援・森林保全活動の推進について検討した。

森林維持や整備活動に関する取り組みへの支
援・森林保全活動の推進について検討できて
いない。

A 手光地区の特定調査及び本木地区に
おいて山林整備を実施した。 A 荒廃森林整備事業により、本木地区

の山林保全を実施した。 11

郷育カレッジの講座や環境学
習などの取り組みの継続的な
実施

うみがめ課
郷育推進課

福津市の自然環境に関する講座を郷育カレッジ講座やまちづ
くり出前講座などで継続的に実施していく仕組みを構築して
いく。

郷育カレッジの講座や環境学習などの取り組み
の継続的な実施した。

郷育カレッジの講座や環境学習などの取り組み
の継続的な実施を検討した。

郷育カレッジの講座や環境学習などの取り組
みの継続的な実施ができていない。 A

小・中学校にて環境学習を計6回
行った。郷育カレッジでは、様々な
分野での講座を展開し、環境分野は
全体の１割を占めている状況であ
る。

A
小・中学校にて環境学習を計9回
行った。郷育カレッジでは、様々な
分野での講座を展開し、環境分野は
全体の１割を占めている状況であ
る。

12

市民団体の取り組みで得られ
た自然環境に関する情報を活
用したしくみづくりの検討

うみがめ課

市民団体の取り組みで得られた自然環境に関する情報を、環
境フォーラムや環境シンポジウム、ふくつ環境トラスト会議
等で収集し、自然環境の保全・再生に活用する仕組みづくり
を検討していく。

市民団体の取り組みで得られた自然環境に関す
る情報を活用する仕組みづくりを検討した。

市民団体の取り組みを把握し、仕組みづくりの
検討を行った。

市民団体の取り組みを把握できていない。 A
市民団体の取り組みで得られた情報
を把握し、環境学習や環境フォーラ
ム、環境シンポジウムにて発信した
り、保全活動を行ったりと活用する
仕組みができている。

A
市民団体の取り組みで得られた情報
を把握し、環境学習や環境フォーラ
ム、環境シンポジウムにて発信した
り、保全活動を行ったりと活用する
仕組みができている。

13

郷育カレッジの講座や環境学
習などの取り組み、市民団体
が行っている自然環境に関す
る取り組みの情報収集及び、
情報収集のためのしくみの検
討

うみがめ課

自然環境の取り組みについて情報収集や情報収集のための仕
組みを検討するために、各関係課との連携を図る。また市民
団体については、環境フォーラムや環境シンポジウム、トラ
スト会議等を通じて、情報収集や仕組みを検討していく。

郷育カレッジの講座や環境学習などの取り組
み、市民団体が行っている自然環境に関する取
り組みの情報収集を実施し、情報収集の仕組み
を検討した。

郷育カレッジの講座や環境学習などの取り組
み、市民団体が行っている自然環境に関する取
り組みの情報収集の検討を行った。

郷育カレッジの講座や環境学習などの取り組
み、市民団体が行っている自然環境に関する
取り組みの情報収集及び、情報収集のための
しくみの検討ができていない。

A

郷育カレッジや環境学習に関して
は、担当課と連携を図りながら情報
収集を実施し、継続的に情報収集す
る仕組みができている。また、環境
フォーラム、環境シンポジウムで、
市民団体の取り組みの発表等を継続
的に取り入れる仕組みができてい
る。

A

郷育カレッジや環境学習に関して
は、担当課と連携を図りながら情報
収集を実施し、継続的に情報収集す
る仕組みができている。また、環境
フォーラム、環境シンポジウムで、
市民団体の取り組みの発表等を継続
的に取り入れる仕組みができてい
る。
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第２次福津市環境基本計画（第１部)実績報告書　　　　※黄色の欄はＢ以下の評価だった取り組み、青色の欄は昨年度から評価が変わった取り組みです。

施策 施策
名

市の取り組み 担当課
実施計画

（具体的施策及び方針）

評価基準

議題① 参考１

1 



評価点 評価の理由と改善策 評価点 評価の理由と改善策
Ａ+ Ａ Ｂ Ｃ

100％以上 100% 50% 0%
R5 R4

施策 施策
名

市の取り組み 担当課
実施計画

（具体的施策及び方針）

評価基準

生態系サービスの享受を脅か
す
アサリの乱獲の問題など、自
然環境の悪化を防ぐための利
用に関する普及・啓発

うみがめ課

福津市の生物多様性について、正しい理解や周知に努め、持
続可能に生態系サービスを享受できる取り組み、人の利用に
ついて環境フォーラムや出前講座、シンポジウム等で普及啓
発に取り組んでいく。

アサリの乱獲の問題など、自然環境の悪化を防
ぐため人の利用に関する普及・啓発を実施し
た。

アサリの乱獲の問題など、自然環境の悪化を防
ぐため、人の利用に関する普及・啓発の内容を
検討した。

アサリの乱獲の問題など、自然環境の悪化を
防ぐため人の利用について関する普及・啓発
ができてない。

A
フォーラムにて工作体験やパネル展
示、シンポジウムにて市民団体が発
表による啓発を行った。また、環境
学習等にて「ふくつの自然を考える
本」を活用した啓発を行った。

A
フォーラムにて工作体験やパネル展
示、シンポジウムにて市民団体が発
表による啓発を行った。また、環境
学習等にて「ふくつの自然を考える
本」を活用した啓発を行った。

15

庁舎、さらには学校など市全
体でエコオフィスプランに基
づいた省エネルギー対策の推
進

管財課
うみがめ課

第４次福津市エコオフィスプランを策定し、市庁舎や学校な
どの公共施設全体の温室効果ガスの削減目標値や、その他の
項目として紙用品類使用量と上水道使用量の削減目標などを
掲げ、省エネルギー対策の推進に努める。

第４次福津市エコオフィスプランで設定した、
温室効果ガス総排出量の削減目標及び個別の目
標全て達成することができた。

第４次福津市エコオフィスプランで設定した、
温室効果ガス総排出量の削減目標及び個別の目
標、全８項目中４項目以上達成することができ
た。

第４次福津市エコオフィスプランで設定し
た、温室効果ガス総排出量の削減目標及び個
別の目標、全８項目中３項目以下達成した。

C

現在8項目中、2項目の目標を達成し
ている。前年度より達成項目が増加
しているものの、令和2年度（基準
年度）と比較し、夏季の気温が高い
ことや社会活動が再開したこと等の
影響もあり、多くの項目で未達成と
なった。

C
現在8項目中、達成項目は0である。
令和２年度（基準年度）と比較し、
夏季の気温が高く、空調稼働のため
の動力を要しましたため、多くの項
目で未達成となった。
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省エネルギー対策に関する継
続的な情報提供及び啓発

うみがめ課

環境フォーラムにて地球温暖化防止活動推進員と連携して環
境家計簿（エコファミリー）への登録の推進を図る。また、
国や県の取り組みをポスターやチラシ、市のホームページで
情報提供していく。

省エネルギー対策に関して市民に対して継続的
な情報の提供・啓発活動を行った。

省エネルギー対策に関して市民に対して情報の
提供・啓発活動を行った。

省エネルギー対策に関する情報提供及び啓発
活動が実施できていない。 A

環境フォーラムでのチラシ配布や、
小学校への環境家計簿配布など、
「えこふぁみ」アプリへの登録者数
の増加を図った結果、昨年度の234
人から286人に増加した。また、庁
舎内のみでなく、継続して図書館で
の環境家計簿の配布を行った。

A

環境フォーラムでのチラシ配布や、
小学校への環境家計簿配布など、
「えこふぁみ」アプリへの登録者数
の増加を図った結果、登録者数昨年
度174人から登録者数は234人に増加
した。また、庁舎内のみでなく、継
続して図書館での環境家計簿の配布
を行った。
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「環境にやさしい行動宣言」
への市民や事業者、市民団
体、教育・研究機関の参加の
推進

うみがめ課
「環境にやさしい行動宣言」を環境フォーラムなどの環境啓
発イベントや出前講座、エコショップ認定制度の中で推進を
図っていく。

環境にやさしい行動宣言を行うことで、一
人一人が宣言を考える事だけでも、環境へ
の意識向上のきっかけとなった。

「環境にやさしい行動宣言」への市民や事業
者、市民団体、教育・研究機関の参加の推進を
行った。

「環境にやさしい行動宣言」への市民や事業
者、市民団体、教育・研究機関の参加への方法
を検討した。

「環境にやさしい行動宣言」への市民や事業
者、市民団体、教育・研究機関の参加への推
進ができていない。

A

福津市エコショップ認定制度におい
て、省エネ機器又は省エネ設備・シ
ステムの販売、導入や再生可能エネ
ルギーの導入など「環境にやさしい
行動宣言」を行う仕組みが構築され
ている。

A

福津市エコショップ認定制度におい
て、省エネ機器又は省エネ設備・シ
ステムの販売、導入や再生可能エネ
ルギーの導入など「環境にやさしい
行動宣言」を行う仕組みが構築され
ている。
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省エネルギー対策の取り組み
に関する調査・研究の実施

うみがめ課
国、県の施策を調査し、市の省エネルギー対策の方針を検討
していく。

省エネルギー対策の取り組みに関する調査・研
究を実施した。

省エネルギー対策の取り組みに関する調査・研
究の内容を検討した。

省エネルギー対策の取り組みに関する調査・
研究が行われていない。 A

先進的な取り組みをしている再生可
能エネルギー関連企業や先進的な取
り組みをしている周辺自治体に聞き
取りを行った。また、民間事業者や
行政の参加する勉強会に参加し省エ
ネルギーの取り組みに関する調査・
研究を行った。

B

理由：方針決定の参考とするため、
先進的な取り組みをしている再生可
能エネルギー関連企業や周辺自治体
に聞き取りを行い、省エネルギーの
取り組みに関する調査・研究内容を
検討した。
改善策：省エネルギー対策について
具体的に調査・研究を実施する。
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5

交通
にお
ける
省エ
ネル
ギー
対策
の推
進

ホームページでの省エネル
ギー対策に関する情報提供の
継続的な実施、広報誌やかん
きょう新聞などの、その他の
メディアにおける情報提供、
運転手の意識向上のための取
り組みの推進

うみがめ課
国や県が取り組んでいるエコドライブの実践や交通に関する
省エネルギー対策の情報発信を市のホームページや広報誌等
を活用して情報提供し、取り組みの推進をしていく。

交通における省エネルギーに関する情報提供を
実施した。また運転手の意識向上のための取り
組みの検討を行った。

交通における省エネルギーに関する情報提供の
方法を検討した。

交通における省エネルギーに関する情報提供
ができていない。 A

国、県などからの情報を収集し、
ホームページにて情報提供した。ま
た、公共機関等での環境家計簿の配
布、かんきょう新聞の発行、庁舎内
や環境フォーラムなどでのチラシの
配架やポスター掲示などを通じて情
報発信を行った。

A

国、県などからの情報を収集し、
ホームページにて情報提供した。ま
た、公共機関等での環境家計簿の配
布、かんきょう新聞の発行、庁舎内
や環境フォーラムなどでのチラシの
配架やポスター掲示などを通じて情
報発信を行った。
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公共施設などに再生可能エネ
ルギー設備、機器の導入の検
討

うみがめ課
公共施設において、再生可能エネルギー設備や機器の導入に
ついて、担当課と連携を図りながら補助金等を含めた情報提
供を行う。

公共施設などに再生可能エネルギー設備・機器
の導入を実施した。

公共施設などに再生可能エネルギー設備・機器
の導入を検討した。

公共施設などに再生可能エネルギー設備、機
器の導入の検討ができていない。 B

理由：再生可能エネルギー関連企業
に聞き取りを行い、その内容を契約
管財課や新設校担当課と共有し補助
金の情報を集めながら導入の検討を
行った。

改善策：他課と連携し、設備・機器
導入の際に再生可能エネルギーを積
極的に導入するようはたらきかけ
る。

B

理由：再生可能エネルギー関連企業
に聞き取りを行い、その内容を契約
管財課と共有しながら導入の検討を
行った。

改善策：他課と連携し、設備・機器
導入の際に再生可能エネルギーを積
極的に導入するようはたらきかけ
る。
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市民や事業者、市民団体、教
育・研究機関に対して太陽光
発電などの再生可能エネル
ギーの導入に関する情報提供
の実施

うみがめ課
国や県などからの再生可能エネルギーの導入に関する情報を
収集し、市民や事業者、市民団体、教育・研究機関に対して
情報提供を行っていく。

市民や事業者、市民団体、教育・研究機関に対
して太陽光発電などの再生可能エネルギーの導
入に関する情報提供を実施した。

市民や事業者、市民団体、教育・研究機関に対
して太陽光発電などの再生可能エネルギーの導
入に関する情報収集し整理した。

市民や事業者、市民団体、教育・研究機関に
対して太陽光発電などの再生可能エネルギー
の導入に関する情報提供ができていない。

A
新設校の検討にあたり太陽光に対す
る国の補助や近隣の取組について一
緒に説明を受けたり、企業からの情
報提供を行い協議した。

B

理由：国や県・事業者などの取り組
みを通じて再生可能エネルギー等に
関する情報を収集し整理を行った。

改善策：市民や事業者、市民団体、
教育・研究機関から情報を求められ
た場合、積極的に情報提供を行う。

22

景観に配慮した再生可能エネ
ルギー設備、機器の導入の検
討

うみがめ課
福津市景観計画の景観形成基準に基づき、また、生物多様性
の面からみた景観への配慮を促すように関係課と連携を図り
ながら導入の検討を行う。

景観に配慮した再生可能エネルギー設備、機器
の導入の検討を行った。

景観に配慮した再生可能エネルギー設備、機器
の導入について、情報収集を行った。

景観に配慮した再生可能エネルギー設備、機
器の導入の検討ができていない。 A

理由：近隣のため池への太陽光設置
の取組について情報共有をおこなっ
たり、新設校の太陽光設置や財政部
門と協議を行い、導入の検討を行っ
た。

B

理由：導入を検討する課があった場
合に情報提供が行えるように情報の
整理を行った。また、新設校の太陽
光設置について担当課と協議を行っ
た。

改善策：今後は相談があるのを待つ
のではなく、こちらから施設管理部
門に情報提供をしていく。
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7

再生
可能
エネ
ル
ギー
利用
に関
する
調
査・
研究

各種機関や事業者、近隣市町
村との共働による、生ごみや
剪定くずを活用したバイオマ
スエネルギーなどの再生可能
エネルギー利用に関する調査
研究の実施

うみがめ課
各種機関や事業所、近隣市町村と連携し、生ごみや剪定くず
を活用したバイオマスエネルギーなどの再生可能エネルギー
利用に関する情報収集を行い、利用に向けた調査研究を検討
した。

各種機関や事業者、近隣市町村との共働によ
る、生ごみや剪定くずを活用したバイオマスエ
ネルギーなどの再生可能エネルギー利用に関す
る調査研究の実施を行った。

各種機関や事業者、近隣市町村との共働によ
る、生ごみや剪定くずを活用したバイオマスエ
ネルギーなどの再生可能エネルギー利用に関す
る調査研究を検討した。

各種機関や事業者、近隣市町村との共働によ
る、生ごみや剪定くずを活用したバイオマス
エネルギーなどの再生可能エネルギー利用に
関する調査研究に取り組んでいない。

A+

家庭から排出される生ごみの有効利
用として、うみがめ課にダンボール
コンポストを設置し、屋内で利用可
能か実験した。結果はダンボールコ
ンポストでコナダニが大量発生した
ことから、室内での利用は難しいこ
とが分かった。

B

理由：太陽光、剪定くずを活用した
バイオマスエネルギーについて、市
内で発生した剪定くずの処分や市内
のバイオマスエネルギー発電事業な
どについて関連事業者と協議を実施
し、調査研究の検討を行った。
改善策：市内のエネルギーの実態に
ついて具体的な調査研究を行うた
め、計画策定関連事業者などと連携
する。
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一般廃棄物処理基本計画の改
定

うみがめ課
平成２９年度から計画素案の作成に着手、平成３０年度に市
民意見公募を実施し、その意見をもとに環境審議会、庁議、
全員協議会等に諮り、平成３１年３月に改訂版を策定する。

一般廃棄物処理基本計画を改定し、市内の
ごみの減量を推進した。

一般廃棄物処理基本計画を改定した。
一般廃棄物処理基本計画を改定のため、情報を
収集し改定作業を行った。

一般廃棄物処理基本計画の改定について検討
した。 A+ 計画の中間見直しを行い、全体的に

見直しを行った。 A+ 計画の中間見直しを行うための家庭
ごみの組成調査を実施した。 25

「福津市廃棄物の減量及び適
正処理に関する条例」に基づ
いた、廃棄物の抑制、適正処
理及び、ゴミの減量に関する
啓発活動の実施

うみがめ課

「家庭ごみの出し方」パンフレット、市広報、ホームページ
等にて、なるべく詳細なデータを用いて啓発する。
・ゴミの減量化を推進するための方法に関する広報や市の
ホームページなどでの情報提供の実施
・環境フォーラムにおいて生ごみを減らすためのダンボール
コンポストなどに関するＰＲ活動の実施

「福津市廃棄物の減量及び適正処理に関す
る条例」に基づいた、廃棄物の抑制、適正
処理及び、ゴミの減量に関する啓発活動を
行い、廃棄物の減量・適正処理につながっ
た。

「福津市廃棄物の減量及び適正処理に関する条
例」に基づいた、廃棄物の抑制、適正処理及
び、ゴミの減量に関する啓発活動を行った。

「福津市廃棄物の減量及び適正処理に関する条
例」に基づいた、廃棄物の抑制、適正処理及
び、ゴミの減量に関する啓発活動を検討した。

「福津市廃棄物の減量及び適正処理に関する
条例」に基づいた、廃棄物の抑制、適正処理
及び、ゴミの減量に関する啓発活動について
検討していない。

A+
環境啓発イベント等にて実施や分別
収集の意識向上を図るため職員の巡
回や家庭ごみの出し方パンプレット
等の見直しを行った。

A
環境啓発イベント等にてダンボール
コンポスト講座を実施や分別収集の
意識向上を図るため職員の巡回や家
庭ごみの出し方パンプレット等の見
直しを行った。
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災害廃棄物処理の再資源化の
ための分別方法や、粗大ごみ
や腐敗廃棄物の排出方法など
の検討、災害廃棄物処理計画
の作成

うみがめ課

平成２９年度から計画素案を作成し、古賀清掃工場構成市町
である古賀市・新宮町と協議を行う。平成３０年度に市民意
見公募を実施し、その意見をもとに環境審議会、庁議、全員
協議会等に諮り、平成３１年３月に改訂版を策定する。

災害廃棄物処理計画に基づき、災害廃棄物
が適切に処理されるように検討した。

災害廃棄物処理計画を作成した。 災害廃棄物処理計画の作成を検討した。
災害廃棄物処理計画の作成について検討され
ていない。 A 計画の策定完了。 A 計画の策定完了。 27
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評価点 評価の理由と改善策 評価点 評価の理由と改善策
Ａ+ Ａ Ｂ Ｃ

100％以上 100% 50% 0%
R5 R4

施策 施策
名

市の取り組み 担当課
実施計画

（具体的施策及び方針）

評価基準

災害廃棄物に係る仮置き場設
置、収集運搬、再資源化に関
する留意事項の検討及び整理

うみがめ課
適当と思われる場所の選定を行い、平成２９年度から平成３
０年度にかけて関係課及び関係業者と協議・協定締結等を行
う。その結果を災害処理計画改訂版に盛り込む。

災害廃棄物に係る仮置き場設置、収集運
搬、再資源化に関する留意事項のマニュア
ルを作成した。

災害廃棄物に係る仮置き場設置、収集運搬、再
資源化に関する留意事項の検討及び整理を行っ
た。

災害廃棄物に係る仮置き場設置、収集運搬、再
資源化に関する留意事項について検討した。

災害廃棄物に係る仮置き場設置、収集運搬、
再資源化に関する留意事項について検討及び
整理がされていない。

A 災害廃棄物に係る仮置き場設置、収
集運搬、再資源化に関する留意事項
の検討及び協議を行った。

A 災害廃棄物に係る仮置き場設置、収
集運搬、再資源化に関する留意事項
の検討及び協議を行った。

28

各自治会での実施している分
別収集に関する円滑な運営に
向けた支援

うみがめ課

郷育推進課のまちづくり出前講座による説明や分別収集会場
の巡回を行い、直接、実施の仕方を指導し助言等を行う。ま
た、分別収集品目に関する冊子を作り、分別方法等をわかり
やすくする。

各自治会で実施している分別収集に関する円滑
な運営に向けた支援が行われた。

各自治会で実施している分別収集に関する円滑
な運営に向けた支援について検討した。

各自治会で実施している分別収集に関する円
滑な運営に向けた支援が行われていない。 A

職員が自治会長説明会や公設・地域
分別会場への巡回や毎年パンフレッ
トの見直しを行うことで各自治会に
よる円滑な運営が定着している。

A
職員が公設や地域分別会場への巡回
や毎年パンフレットの見直しを行う
ことで各自治会によるの円滑な運営
が定着している。

29

３Ｒに関する積極的な啓発活
動の実施

うみがめ課

・郷育推進課のまちづくり出前講座、「家庭ごみの出し方」
パンフレット、市広報、ホームページ等にて啓発する。
・エコショップ推進事業の充実をはかる。
・現在実施している古賀清掃工場の見学会や、分別収集に関
するまちづくり出前講座の継続的な実施

3Rを進めるために、市民や事業者、市民団体、
教育・研究機関に対して啓発活動を実施した。

3Rを進めるために、市民や事業者、市民団体、
教育・研究機関に対する啓発活動を検討した。

3Rを進めるための啓発活動について検討され
ていない。 A

学校や自治会に出向き、出前講座等
を行い、ごみを分別することや物を
大切に使うことを伝えた。

A
学校や自治会に出向き、出前講座等
を行い、ごみを分別することや物を
大切に使うことを伝えた。

30

公共エリア環境づくり事業な
どの既存の制度に基づいた緑
化の推進

うみがめ課
アダプト登録団体や市民のボランティア等の協力を得て公園
内や道路沿いの植栽など、生態系に配慮した緑の推進を検討
していく。

公共エリア環境づくり事業など既存の制度に基
づいて、緑化を推進した。

公共エリア環境づくり事業など既存の制度に基
づいた緑化を推進する仕組みを検討した。

公共エリア環境づくり事業など既存の制度に
基づいた緑化の現状を把握した。 A 環境団体と協議を行い海岸等の現状

を確認し、緑化を支援した。 A 環境団体と協議を行い海岸等の現状
を確認し、緑化を支援した。 31

竹林の整備や管理活動に関す
る取り組みの支援による環境
保全活動の推進

うみがめ課
農林水産課

市内の竹林の現状を把握し、荒廃森林整備事業による竹林整
備の実施や、管理活動に関する取り組みの支援を通して環境
保全活動を推進していく。

竹林の整備や管理活動に関する取り組みの
支援によって継続的に環境保全活動が実施
されている。

竹林の整備や管理活動に関する取り組みを支援
し、環境保全活動が推進した。

竹林の整備や管理活動に関する取り組みの支援
について検討した。

竹林の整備や管理活動に関する取り組みが支
援されていない。 A

農林水産課は、市内の森林を対象に
荒廃森林整備事業において、侵入し
てきた竹の伐採を行っている。うみ
がめ課は市内で里山保全を行ってい
る市民団体の竹林整備や管理活動な
どの情報共有が行うことができた。
また、環境フォーラムにて団体の活
動を紹介する場を提供するなどの支
援を行った。

A

農林水産課は、市内の森林を対象に
荒廃森林整備事業において、侵入し
てきた竹の伐採を行っている。うみ
がめ課は市内で里山保全を行ってい
る市民団体の竹林整備や管理活動な
どの情報共有が行うことができた。
また、環境フォーラムにて団体の活
動を紹介する場を提供するなどの支
援を行った。

32

福津市内での環境保全活動を
行う市民団体間の情報の共有

うみがめ課
シンポジウムや会議などを年１回程度行い、市内で環境保全
活動を行う市民団体がお互いに取り組みの情報共有を行える
ようにしていく。

福津市内で環境保全活動を行う市民団体間で情
報共有できる仕組みを構築した。

福津市内で環境保全活動を行う市民団体間で情
報を共有した。

福津市内で環境保全活動を行う市民団体間で
情報を共有する機会がない。 A

理由：環境フォーラムにおいて、ト
ラスト会議を開催し市民団体から情
報を提供してもらい共有できる機会
を設けた。
また、保健所と一緒に行っているビ
オトープの管理の中で生物多様性セ
ミナーや意見交換会を開催し、市内
の民間団体と情報共有する機会を
作った。

B

理由：環境啓発イベント（環境
フォーラム）において、市民団体か
ら情報を提供してもらい共有できる
機会を設けた。

改善策：団体間の情報共有について
は定着してきているが、仕組みづく
りに取り組む。

33

景観計画に基づいた、良好な
景観まちづくりの推進

うみがめ課
建設課

都市計画課

景観計画と基本計画の整合性を取りながら良好なまちづくり
を行う。

景観計画に基づいて、環境から見た良好な景観
まちづくりが推進した。

景観計画に基づいた、環境から見た良好な景観
まちづくりについて検討した。

景観計画に基づいた、環境から見た良好な景
観まちづくりについて検討されていない。

A

理由：生物多様性に配慮した街路樹
の植樹等を検討するため、県との情
報共有を行った。
景観計画に基づく届出を通じ、景観
まちづくりの推進に取り組めてい
る。津屋崎千軒区域においては、豊
村酒造が重要文化財に指定されたた
め、より一層まちなみの保全に努め
たい。

A

理由：生物多様性に配慮した街路樹
の植樹等を検討するため、県との情
報共有を行った。

改善策：景観計画に基づいた、良好
な景観まちづくりの推進に取り組
む。

34

道路などの公共施設の整備に
おける景観まちづくりへの配
慮

都市計画課
景観計画に基づき、公共施設等は、関係課と協議、連携し、
景観に配慮したまちづくりに取り組む。

道路などの公共施設の整備の際に、関係課と協
議し、景観まちづくりへの配慮が実施できてい
る。

景観計画に基づき、道路などの公共施設等の整
備における景観まちづくりのためにその都度、
関係課と協議、連携を実施した。

景観計画に基づき、道路などの公共施設の整
備における景観まちづくりへの配慮ができて
いない。

A
道路などの公共施設の整備の際に、
関係課と協議し、景観まちづくりへ
の配慮が実施できている。

A
道路などの公共施設の整備の際に、
関係課と協議し、景観まちづくりへ
の配慮が実施できている。

35

景観まちづくりの意識啓発及
び情報の提供

都市計画課

・市ホームページに福津市景観計画を掲載し、市民、業者等
に向けて、広く周知及び意識の啓発を図る。
・市広報紙において、定期的に景観計画のお知らせ記事を掲
載し、市民や個人事業者等への周知及び意識の啓発を図る。

景観まちづくりの意識啓発を実施し、情報の提
供を行った。

景観まちづくりの意識啓発及び情報提供をする
内容の検討を行った。

景観まちづくりの意識啓発及び情報提供がで
きていない。 A

市公式ホームページへの掲載や定期
的な広報紙を通じて、市民や事業者
への周知に努めた。

A
市公式ホームページへの掲載や定期
的な広報紙を通じて、市民や事業者
への周知に努めた。

36

景観まちづくりに携わる市民
や事業者への支援

都市計画課
市民と共働による違反広告物撤去作業のための講習会の開催
や、違反広告物の回収処分等の支援する。

景観まちづくりに携わる市民や事業者への支援
を実施した。

景観まちづくりに携わる市民や事業者への支援
を検討した。

景観まちづくりに携わる市民や事業者への支
援の内容が検討ができていない。 A

講習会や回収物処分等の支援を実
施。今後は、市民の登録委員の人数
を増やすような取り組みも必要に
なってくる。

A
講習会や回収物処分等の支援を実
施。今後は、市民の登録委員の人数
を増やすような取り組みも必要に
なってくる。

37

現地調査の実施による空き家
の状態把握

都市計画課

・毎年職員が地域を回り現地確認し、空き家状況の把握す
る。
・必要に応じて、自治会や事業者と連携し現況把握する。

市内の空き家状況を把握した。
市内の空き家状況を把握するための調査内容を
検討した。

市内の空き家状況を把握するための調査内容
を検討できていない。 A

空き家の状態把握調査を踏まえて、
定期巡回により実態把握に努めてい
る。

A
空き家の状態把握調査を踏まえて、
定期巡回により実態把握に努めてい
る。

38

空き家所有者の特定、空き家
バンク制度の周知

都市計画課
・必要に応じて司法書士会等に依頼し所有者の特定を行う。
・空き家バンク制度をホームページに掲載し周知を図る。

空き家所有者を特定し、空き家バンク制度の周
知を図った。

空き家所有者の特定や空き家バンク制度の周知
方法について検討した。

空き家所有者の特定、空き家バンク制度の周
知方法の検討ができていない。 A

空家セミナーを開催し、空き家の問
題点につき意識啓発を行い、併せて
空き家バンクの周知を行った。

A
広報で空き家特集を組むことによ
り、空き家の問題点につき意識啓発
を行い、併せて空き家バンクの周知
を行った。

39

空き家に関する相談窓口の設
置、職員の専門知識や資質の
向上

都市管理課
市の相談窓口を都市管理課に設置し、職員の専門知識の習得
やスキル向上に向けて努める。

空き家に関する相談窓口の設置、職員の専門知
識や資質の向上に向けて実施した。

空き家に関する相談窓口の設置、職員の専門知
識や資質の向上への取り組みを検討した。

空き家に関する相談窓口の設置、職員の専門
知識や資質の向上への取り組みができていな
い。

A
地域で取り組む事業所と空き家の現
状を共有することで、相談窓口へ反
映に努めている。また、福岡県空家
対策連絡協議会の研修に参加し職員
の資質向上に努めている。

A
地域で取り組む事業所と空き家の現
状を共有することで、相談窓口へ反
映に努めている。また、福岡県空家
対策連絡協議会の研修に参加し職員
の資質向上に努めている。

40

著しく公益に反すると判断し
た空き家に対して、法及び条
例に基づいた適正管理に向け
た取り組みの実施

都市計画課
建物崩壊等の適正管理が行われていない場合、法及び条例に
基づき、適正管理を実施する。

著しく公益に反すると判断した空き家に対し
て、法及び条例に基づいた適正管理に向けた取
り組みが実施した。

市内の空き家のうち著しく公益に反した空き家
を把握した。

市内の著しく公益に反すると判断できる空き
家情報を把握できていない。 A

法及び条例に基づき、適正管理を行
うよう取り組みを進めているが、所
有者不明等で適正管理が行われない
ケースもある。

A
法及び条例に基づき、適正管理を行
うよう取り組みを進めているが、所
有者不明等で適正管理が行われない
ケースもある。

41
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評価点 評価の理由と改善策 評価点 評価の理由と改善策
Ａ+ Ａ Ｂ Ｃ

100％以上 100% 50% 0%
R5 R4

施策 施策
名

市の取り組み 担当課
実施計画

（具体的施策及び方針）

評価基準

特定地域の空き家の活用及び
移住支援活動に力を入れてい
る団体との連携

都市計画課
NPO法人等と必要に応じて、空き家の情報交換を行いながらパ
ンフレットを窓口で配布したり、相談に来られた市民を団体
へつないだりして支援を行う。

特定地域の空き家の活用及び移住支援活動を
行っている団体と連携が取れている。

特定地域の空き家の活用及び移住支援活動を
行っている団体を把握し、連携に向けて協議し
た。

特定地域の空き家の活用及び移住支援活動を
行っている団体と連携が取れていない。 A

団体と連携し、空き家の利活用を行
うことで移住者が増えている。ま
た、共同で空き家セミナーを行い、
空き家対策の啓発を行っている。

A
団体と連携し、空き家の利活用を行
うことで移住者が増えている。ま
た、共同で空き家セミナーを行い、
空き家対策の啓発を行っている。

42

「福津市空き缶などの散乱防
止及びその再資源化の促進に
関する条例」などに基づい
た、不法投棄対策の実施及
び、必要に応じた条例内容の
見直しの検討

うみがめ課
不法投棄禁止看板の設置、一部自治会や環境指導員、職員に
よる監視パトロールを定期的に実施する。また、必要に応じ
て条例内容の見直しを検討していく。

条例に基づいた不法投棄対策が実施され、条例
の見直しについては必要に応じて検討が行われ
た。

不法投棄対策の内容を検討し、条例の見直しの
必要性について検討を行った。

不法投棄対策の検討、条例の見直しの必要性
について検討できていない。 A

条例に基づき不法投棄対策を実施し
ている。見直しについて現在必要性
がないと判断した。

A
条例に基づき不法投棄対策を実施し
ている。見直しについて現在見直し
の必要性がないと判断した。

43

滞在者などに対するごみの持
ち帰り運動の呼びかけ

うみがめ課 各種イベントや各公共施設の使用時におけるごみの持ち帰り
について、各担当課と連携を図る。

滞在者などに対するごみの持ち帰り運動の呼び
かけを実施した。

滞在者などに対するごみの持ち帰り運動の呼び
かけの方法について検討した。

滞在者などに対するごみの持ち帰り運動の呼
びかけができていない。 A 滞在者などが不法投棄する場所に啓

発看板を設置した。 A 滞在者不法投棄する場所に啓発看板
を設置した。 44

15

ペッ
トの
適正
な飼
育と
管理

「福津市人と犬・ねこの共生
に関する条例」に基づいた、
飼い主によるペットの適正な
飼育とふん尿処理などの徹底
の推進及び、広報などでの適
正な飼育方法の周知

うみがめ課
広報誌を活用して、畜犬の糞尿処理・予防注射、野良猫問題
について定期的に掲載し、適正な対処方法について周知を図
る。

条例に基づいた、飼い主によるペットの適正な
飼育とふん尿処理などの徹底の推進を行い、広
報などでの適正な飼育方法について周知を図っ
た。

条例に基づいた、飼い主によるペットの適正な
飼育とふん尿処理などの徹底の推進及び広報な
どでの適正な飼育方法の周知について検討し
た。

条例に基づいた、飼い主によるペットの適正
な飼育とふん尿処理などの徹底の推進及び、
広報などでの適正な飼育方法の周知ができて
いない。

A
広報誌や市のホームページなどを活
用して、定期的な周知を行ってい
る。

A
広報誌や市のホームページなどを活
用して、定期的な周知を行ってい
る。

45

16

空き
地の
管理
対策

「福津あき地等管理の適正化
に関する条例」に基づいた、
空き地の雑草処理など、土地
所有者による適正な管理の推
進

うみがめ課

・あき地等が危険な状態で放置されないよう土地の管理者に
対し、適宜、適切な指導をする。
・指導・勧告・命令文書の発送、地権者宅への直接訪問指導
を行い、遠方の地権者については、草刈り業務を受託し、あ
き地等の適正管理を行う。

条例に基づき、土地所有者に対して適正な管理
の促進・指導を行った。

条例に基づき、適正な管理がされていない空き
地を把握した。

適正な管理がされていない空き地への対応を
検討していない。 A

指導・勧告・命令等の手続きを行
い、期日までに改善の措置を行わな
かった土地所有者の住所氏名の公表
を掲示場や市のホームページで行っ
ている。

A
指導・勧告・命令等の手続きを行
い、期日までに改善の措置を行わな
かった土地所有者の住所氏名の掲示
場での公表を行っている。

46

17

共働
によ
る地
域美
化の
推進

清掃道具の貸与や毎月の清掃
依頼などを通した、アダプト
プログラム登録団体との共働
による公共エリアにおける地
域美化の推進

うみがめ課
清掃道具の貸与の充実を図るなどして、アダプトプログラム
登録団体が活動しやすい環境を支援しながら共働での推進を
図る。

アダプトプログラム登録団体と共働し、公共エ
リアにおける地域美化を推進した。

アダプトプログラム登録団体と共働し、公共エ
リアの地域美化を推進する仕組みを検討した。

アダプトプログラム登録団体と共働し、公共
エリアの地域美化の現状を把握した。 A

アダプトプログラム登録団体の活動
内容に応じた清掃道具の貸与を行っ
た。

A
アダプトプログラム登録団体の活動
内容に応じた清掃道具の貸与を行っ
た。

47

宗像地区事務組合との連携に
よる安全な水の供給

宗像事務組合
毎年水質検査計画に基づき、水質検査を実施し、その結果の
実施報告書を事務組合のホームページで公表する。

水質検査計画に基づき、継続的な水質検査の実
施により、安全な水の供給ができた。

毎年計画に基づき、水質検査を実施。市民へ公
表を行い、検査結果を次年度の水質検査へ反映
させた。

毎年計画に基づき、水質検査を実施し水質の
把握ができていない。 A

水質検査計画に基づき安心安全な水
道水を継続的に供給できた。また水
質検査結果について、HP等により市
民へ公表を行っている。

A
水質検査計画に基づき安心安全な水
道水を継続的に供給できた。また水
質検査結果について、HP等により市
民へ公表を行っている。

48

地下水の水質検査の定期的な
実施による実態把握

うみがめ課
市内を1キロ四方メッシュで分割し、計52地区について調査実
施。今後も、同地区で調査を実施し経年変化をしっかりと確
認する。

地下水の水質検査の定期的な実施を実施した。 地下水の水質検査の実施箇所の検討を行った。 地下水の水質検査が実施できていない。 A 毎年、検査を実施し、現状を把握が
できている。 A 毎年、検査を実施し、現状を把握が

できている。 49

「福津市環境創造条例」に基
づいた、騒音・振動・悪臭に
関する適切な監視

うみがめ課
騒音・振動に関する特定施設の届出や特定建設作業の届出を
義務付けており、今後も監視・指導等を行う。
必要に応じて専門機関へ調査委託する。

騒音・振動に関する特定施設の届出や特定建設
作業の届出を受理するともに、市内の監視、調
査、個別指導を行う。

騒音・振動に関する特定施設や特定建設作業の
届出受付による状況把握、監視に努める。

騒音・振動に関する特定施設や特定建設作業
の届出受付は行ったが、監視、指導は行って
いない。

A 法に基づき実施しており、必要に応
じて個別指導も行っている。 A 法に基づき実施しており、必要に応

じて個別指導も行っている。 50

自動車交通に関する継続した
調査の実施、実態把握

うみがめ課
騒音規正法の趣旨に基づき、主要道路（国道3号、国道495
号、県道福間宗像玄海線、市道四角両谷線）に面する地域の
騒音調査を実施し、その環境基準の達成状況を把握する。

騒音規正法の趣旨に基づき、騒音調査を実施
し、その環境基準の達成状況を把握した。

騒音規正法の趣旨に基づき、騒音調査の実施を
検討した。

騒音規正法の趣旨に基づき、騒音調査が実施
できていない。 A 調査を実施し、実態把握ができてい

る。 A 調査を実施し、実態把握ができてい
る。 51

「廃棄物の処理及び清掃に関
する法律」に則った、違法な
野焼きや自家焼却の禁止の指
導や啓発活動の実施

うみがめ課 現地指導や広報誌等を活用し、市民周知を図る。
継続的な広報等での周知等により、市民に
広く周知され、市民からの野焼きの苦情通
報が減った。

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に則っ
た、違法な野焼きや自家焼却の禁止について、
指導や啓発活動を実施した。

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に則っ
た、違法な野焼きや自家焼却の禁止の指導内容
や啓発内容について検討した。

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に
則った、違法な野焼きや自家焼却の禁止の指
導や啓発活動が実施されていない。

A 広報等での周知、野焼きの通報があ
れば、現地にて指導を実施した。 A 広報等での周知、野焼きの通報があ

れば、現地にて指導を実施した。 52

大気汚染状況などの継続的な
調査結果の収集、実態把握

うみがめ課

国や県の大気汚染状況などの継続的な調査結果を定期的に
ホームページで収集し、環環境基準を超えている光化学オキ
シダントに対して、市のホームページや放送などでの注意喚
起の継続的な実施する。

大気汚染状況などの調査結果を継続的に収
集、実態の把握を行い、市民に情報発信を
行った。

大気汚染状況などの調査結果を継続的に収集
し、その実態を把握した。

大気汚染状況などの調査結果を継続的に収集・
把握する仕組みを検討した。

大気汚染状況などの調査結果を収集、実態把
握を行っていない。 A

環境基準超過時は、市のホームペー
ジや防災行政無線の活用、関係課と
の連携体制により市民へ周知し、市
民への注意喚起を行える体制をとっ
たが、超過する事態が発生しなかっ
た。現状の体制を維持する。

A

環境基準超過時は、市のホームペー
ジや防災行政無線の活用、関係課と
の連携体制により市民へ周知し、市
民への注意喚起を行える体制をとっ
たが、超過する事態が発生しなかっ
た。現状の体制を維持する。

53

福津市の豊かな環境を活用し
た環境教育・学習機会の推進

うみがめ課

小中学校の共通カリキュラムにおいて、地域に根差した環境
学習や環境保全活動を取り組む。
教育機関で出前講座などの積極的な実施、教育機関に対する
環境学習実施の支援を行う。

市内の様々な自然環境を活用し、環境保全
団体などと共働して市民に対する環境教
育・学習の機会が定着している。

市内の様々な自然環境を活用し、環境保全団体
などと共働して市民に環境教育・学習の機会を
提供している。

市内の様々な自然環境を活用して、市民が環境
教育・学習に参加する機会を提供している。

市民に環境教育・学習に参加する機会を提供
していない。 A

小中学校へごみ学習を含めた環境学
習を継続的・積極的に提案し、市民
団体や地域コーディネーター、事業
者と共働して環境教育・学習の機会
を提供した。

A
小中学校へごみ学習を含めた環境学
習を継続的・積極的に提案し、市民
団体や地域コーディネーター、事業
者と共働して環境教育・学習の機会
を提供した。

54

ＳＮＳなど誰でも情報を入手
できるツールを利用した、ま
ちづくり講座出前編などの環
境学習実施に関する情報の提
供

郷育推進課
郷育カレッジやまちづくり講座出前編の情報を、SNSやホーム
ページに掲載する。

市民も参加できる市のホームページやSNSが活用
され、市内での環境学習や保全活動の取り組み
に関する情報が発信・交換されている。

市のホームページやSNSを活用し、市内での環
境学習実施に関する情報が発信されている。

市内での環境学習実施に関する情報発信のた
めの市のホームページやSNSの活用について検
討されていない。

A

郷育カレッジやまちづくり講座出前
編の情報を市ホームページに掲載し
情報の提供を行った。郷育カレッジ
や郷育推進課での事業やイベントに
ついて、FacebookなどのSNSで情報
提供を行った。Facebookを用いて、
情報発信にとどまらず双方向や受け
手による情報の交換・発信を行って
いる。

A

郷育カレッジやまちづくり講座出前
編の情報を市ホームページに掲載し
情報の提供を行った。郷育カレッジ
や郷育推進課での事業やイベントに
ついて、FacebookなどのSNSで情報
提供を行った。Facebookを用いて、
情報発信にとどまらず双方向や受け
手による情報の交換・発信が行って
いる。
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評価点 評価の理由と改善策 評価点 評価の理由と改善策
Ａ+ Ａ Ｂ Ｃ

100％以上 100% 50% 0%
R5 R4

施策 施策
名

市の取り組み 担当課
実施計画

（具体的施策及び方針）

評価基準

教育機関で出前講座などの積
極的な実施、教育機関に対す
る環境学習実施の支援

うみがめ課
市内の教育機関で出前講座などの積極的な実施、教育機関に
対する環境学習実施の支援を実施していく。

市内の教育機関を対象とした環境学習が実
施できるよう、指導者の紹介や出前講座な
どの支援の体制があり、取り組みが定着し
ている。

市内の教育機関を対象とした環境学習が実施で
きるよう、指導者の紹介や出前講座などの支援
の体制があり、実施されている。

市内の教育機関を対象とした環境学習支援の体
制が検討されているが実施されていない。

市内の教育機関を対象とした環境学習支援の
体制が検討されていない。 A

教育委員会や地域コーディネーター
と連携し、市内の小学校5校、中学
校2校計297名への出前講座を実施し
た。

A
教育委員会や地域コーディネーター
と連携し、市内の小学校5校、中学
校1校計872名への出前講座を実施し
た。

56

補助金制度に関する情報の提
供など、環境保全活動の支援

うみがめ課
国や県の補助金制度について、情報収集し環境保全活動の支
援として情報提供を行い支援する。

国や県の補助金制度に関する情報などを収
集し、環境保全活動に取り組む団体に提供
する仕組みが整備され、実際に補助金を団
体が活用した。

国や県の補助金制度に関する情報などを収集
し、環境保全活動に取り組む団体に提供する仕
組みを整備した。

国や県の補助金制度に関する情報などを収集
し、環境保全活動に取り組む団体に情報を提供
した。

国や県の補助金制度について、情報の収集が
できていない。 A

継続して補助金制度の情報を収集し
た。提供対象者を整理し、各郷づく
り推進協議会や市民団体への情報提
供を行った。

A
継続して補助金制度の情報を収集し
た。提供対象者を整理し、各郷づく
り推進協議会や市民団体への情報提
供を行った。

57

福津市内で環境保全活動を
行っている団体の情報共有の
場の設置

うみがめ課
環境シンポジウムやトラスト会議などを開催し、情報共有の
場として活用していく。

福津市内で環境保全活動を行っている団体の情
報共有の場の設置を行った。

福津市内で環境保全活動を行っている団体の情
報共有の場の設置を検討した。

福津市内で環境保全活動を行っている団体の
情報共有の場の設置をしていない。 A

環境フォーラム、環境シンポジウム
において、市民団体から情報提供し
てもらうなど、情報共有できる仕組
みを構築できている。

A
環境フォーラム、環境シンポジウム
において、市民団体から情報提供し
てもらうなど、情報共有できる仕組
みを構築できている。

58

市民、市民団体、事業者、教
育・研究機関を対象とした環
境に関する学習機会の提供

うみがめ課
郷育カレッジやまちづくり出前講座、環境シンポジウムなど
の環境に関する学習機会の提供を実施していく。

市民、市民団体、事業者、教育・研究機関など
が市内の環境に関する学習に関する情報を入手
でき、参加する機会が提供されている。

市民、市民団体、事業者、教育・研究機関を対
象として、環境に関する学習の機会が提供され
ている。

市民、市民団体、事業者、教育・研究機関を
対象として、環境に関する学習に参加する機
会が検討されている。

A
郷育カレッジやまちづくり講座出前
編、環境フォーラム、環境シンポジ
ウム、小中学校への環境学習の提案
など、継続的に学習機会を提供でき
ている。

A
郷育カレッジやまちづくり講座出前
編、環境フォーラム、環境シンポジ
ウム、小中学校への環境学習の提案
など、継続的に学習機会を提供でき
ている。

59

大峰山や津屋崎干潟、宮地嶽
遊歩道、西郷川など、グリー
ンツーリズムやエコツーリズ
ムを考慮した環境づくりの実
施

観光振興課
うみがめ課

それぞれの自然環境の場や施設などの管理や環境整備を続
け、グリーンツーリズムやエコツーリズムとして自然と親し
む環境づくりに活用できるようにする。

市内の自然環境をグリーンツーリズムやエコ
ツーリズムの場として活用できるように、環境
づくりが進められた。

市内の自然環境をグリーンツーリズムやエコ
ツーリズムの場として活用できるように、環境
づくりについて検討されている。

市内の自然環境をグリーンツーリズムやエコ
ツーリズムの場として活用するための環境づ
くりについて検討しているが、実施はできて
いない。

A
「福津暮らしの旅」や観光協会補助
事業「宮地嶽トレッキング」などを
通して、市内の自然環境をグリーン
ツーリズムやエコツーリズムの場と
して活用している。

A
大峰山自然公園内の園地や遊歩道、
津屋崎干潟、宮地嶽遊歩道、市内海
岸や河川などをエコツーリズムにも
活用できるよう整備した。

60

新原・奴山古墳群などの歴史
的拠点を結んだ散策ルート
マップの作成、周知

文化財課
うみがめ課

地域の方や環境団体の協力による自然環境情報を盛り込んだ
新原・奴山古墳群など歴史的拠点を掲載した散策ルートマッ
プを作成する。

市を訪れた人が散策ルートマップを活用で
きるようにした。

新原・奴山古墳群などの歴史的拠点を結んだ散
策ルートマップを作成し、周知した。

新原・奴山古墳群などの歴史的拠点を結んだ散
策ルートマップの内容を、関係部署と検討し整
理した。

自然環境情報を盛り込んだ新原・奴山古墳群
などの歴史的拠点を結んだ散策ルートの検討
ができていない。

B

理由：散策マップの作成を検討し、
マップに必要な生物の写真などを一
年間かけて集積した。

改善策：集積したデータをもとに、
散策マップを作成する。

B

理由：環境団体から提供された情報
を蓄積し、関係課と連携して散策
マップの作成を検討した。

改善策：関係課と協議し、散策マッ
プを作成する。

61

24
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まちづくり講座出前編を活用
した、環境教育プログラムや
環境保全活動などの指導者の
育成のための講座の開講

郷育推進課
郷育カレッジ講座などで環境教育や環境保全活動などの指導
者(理解者・支援者）の育成に取り組む。

まちづくり講座出前編を活用した、環境教
育プログラムや環境保全活動などの指導者
の育成のための講座が開講され、実際に指
導者として環境教育や環境保全に関わる人
材が育成された。

まちづくり講座出前編を活用した、環境教育プ
ログラムや環境保全活動などの指導者の育成の
ための講座が開講されている。

まちづくり講座出前編を活用した、環境教育プ
ログラムや環境保全活動などの指導者の育成の
ための講座について検討されているが、開講さ
れていない。

まちづくり講座出前編を活用した、環境教育
プログラムや環境保全活動などの指導者の育
成のための講座について検討されていない。

A

福津市まちづくり講座出前編や郷育カ
レッジの講座の継続的な実施を行って
おり、知識を得る場を確保することで
行動へとつなげていく思いを持たせる
ことができ、人材育成へとつなげる仕
組みができている。

A

福津市まちづくり講座出前編や郷育カ
レッジの講座の継続的な実施を行って
おり、知識を得る場を確保することで
行動へとつなげていく思いを持たせる
ことができ、人材育成へとつなげる仕
組みができている。

62

25

人的
ネッ
ト
ワー
クの
構築

シンポジウムのような、情報
提供の場の継続的な実施

うみがめ課

年１回の開催を目標に、毎年の振り返りを行い、内容、対
象、場所を選定し、環境保全活動に関する取り組みや地域の
状況について、市民団体間の情報共有が図れるシンポジウム
を実施していく。

シンポジウムに参加した市民や市民団体間
につながりが生まれ、活動への参加・展開
が促進された。

市民や市民団体などが参加し、情報を共有でき
るシンポジウムのような場を継続的に提供でき
ている。

市民や市民団体などが参加し、情報を共有でき
るシンポジウムのような場を提供できている。

市民や市民団体などが参加し、情報を共有で
きるシンポジウムのような場について検討さ
れていない。

A
市民、市民団体、事業者などが参加
した環境フォーラムや環境シンポジ
ウムの開催を継続できている。

A
市民、市民団体、事業者などが参加
した環境フォーラムや環境シンポジ
ウムの開催を継続できている。
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26

共働
の拠
点づ
くり

市民団体などと連携による共
働の拠点を活用した環境保全
活動の支援

うみがめ課
共働の拠点を活用し、環境保全活動の情報発信ができる場の
機会を設けるなどの支援を行う。

市民団体などとの連携による共働の拠点を活用
した取り組みにより、団体間の情報発信や共有
の支援を実施することができた。

市民団体などとの連携による共働の拠点を活用
した取り組みの内容を検討し、団体間の情報発
信や共有の支援を一部行った。

市民団体などとの連携による共働の拠点を活
用した取り組みの内容が検討できていない。 A

松林や干潟、大峰山など、市民団体
と連携による共働の拠点を活用した
保全活動を推進できるように環境学
習や啓発イベント等で情報提供の場
を設けた。

A
松林や干潟、大峰山など、市民団体
と連携による共働の拠点を活用した
保全活動を推進できるように環境学
習や啓発イベント等で情報提供の場
を設けた。

64

市民団体による環境保全活動
の情報の発信

うみがめ課 環境フォーラムやシンポジウム等で情報の発信を行う。
市民団体が環境保全活動の情報を発信できる場
や仕組みを構築し、運用している。

市民団体が環境保全活動の情報を発信できる場
や仕組みを検討している。

市民団体が環境保全活動の情報を発信できる
場や仕組みをについて検討されていない。 A

環境フォーラム、環境シンポジウム
などにおいて、市民団体の活動の取
り組みを広く情報発信した。

A
環境フォーラム、環境シンポジウム
などにおいて、市民団体の活動の取
り組み広く情報発信した。

65

福津暮らしの旅や郷育カレッ
ジの講座のＰＲ活動による参
加の促進

観光振興課
郷育推進課

ラジオ、SNS、広報紙や大型商業施設において広報周知を図
る。

福津暮らしの旅や郷育カレッジの講座が、
多世代が交流できる場として機能してい
る。

福津暮らしの旅や郷育カレッジの講座の情報を
広く発信し、多世代の人々が参加している。

福津暮らしの旅や郷育カレッジの講座の情報を
広く発信しているが、参加者の年齢層に偏りが
ある。

福津暮らしの旅や郷育カレッジの講座の情報
を広く発信できていない。 A

市広報紙や市ホームページ、SNS等
を活用して情報発信及び周知を図っ
た。

A
市広報紙や市ホームページ、SNS等
を活用して情報発信及び周知を図っ
た。

66

環
境
教
育
・
環
境
保
全
活
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し
く
み
づ
く
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環境
教
育・
環境
学習
の機
会の
充実

22

環境
保全
活動
の支
援

23

自然
と親
しむ
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多世
代の
人々
の活
躍の
場の
提供
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